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《要　旨》
　ノルトライン =ヴェストファーレン州のメルス市にあるフィルダー・ベンデン・ギムナジウム
においてなされたイメージ・コンピテンシーの理論に根ざした授業についての報告である。

キーワード：ドイツ、現代芸術教育理論、芸術科、イメージ学、イメージ・コンピテンシー、
　　　　　　イメージ・アトラス

1．はじめに

　筆者は、2019年 3月 8日と 12日の二度に亘
ってドイツ連邦共和国ノルトライン =ヴェス
トファーレン州のメルス市（Moers1）にある
フィルダー・ベンデン・ギムナジウム
（Gymnasium in den Filder Benden）を訪れ
た。本稿では、その際参観させていただいた授
業について報告する。本報告書は、これに先立
って発表した拙稿「イメージ・コンピテンシー
とその射程 ―現代ドイツにおける芸術教育学
の潮流―」『東亜大学紀要（第 29号）2』を内容
の上で補うものである。
　上記の論考を執筆するにあたって筆者は、現
代ドイツにおける芸術教育学を代表する最も重
要な潮流の一つである「イメージ指向（Bild-

orientierung）」の芸術教育論の著名な論者で
あるドイツ芸術教員連盟ノルトライン =ヴェ
ストファーレン州支部の元書記で芸術教育家ロ
ルフ・ニーホフ（Rolf Niehoff, 1944-）とデュ
ッセルドルフ芸術アカデミー（Kunstakademie 

Düsseldorf）のクニベアト・ベーリング教授
（Kunibert Bering, 1951-）のお二人をデュッ
セルドルフに訪ねた。その際、お引き合わせい
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ただいたのが、両氏の愛弟子とも言えるナディ
ア・ナッフェ博士（Nadja Nafe）であった（実
は、今回の筆者の訪問計画をドイツ・サイドで
調整してくださったのも同氏である）。そのナ
ッフェ氏のご好意で同氏が奉職されている上記
ギムナジウムの視察が実現する運びとなった。
　90年代末以来、ニーホフ氏とベアリング教
授は、「イメージ・コンピテンシー（Bild-

kompetenz）」というキーワードをもとに、と
りわけ 2000年の「PISAテスト」を経て 2001

年以降本格化する大規模な教育改革の中で、時
代の芸術理論上の新潮流ともいえる「イメージ
学（Bildwissenschaft）」をはじめとする諸研
究成果に依拠しつつ、芸術科の授業の再構築を
目指して理論的探求を続けてこられた。その理
論の体系化は、夥しい研究論文や編著書を経
て、2013年に出版された大著『イメージ・コ
ンピテンシー3』においてひとまずの完成をみ
る。そこでは、人間が様々な「イメージ
（Bild）」と関わる上で前提となる能力を構成す
る要素が「イメージの構造的次元」「イメージ
の内容的次元」「伝記的次元」「比較の次元」
「クロスメディア的次元」「イメージ史的次元」
の 6つの次元から考察され、芸術教授学理論へ
の位置付けが図られている4。その詳細につい
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ては、上記の拙論をご覧いただきたい。では、
その「イメージ・コンピテンシー」の理論に基
づいて授業を行うとすれば、一体どのようにな
るのであろうか。実際の授業実践の場面で、こ
の理論はどのように反映させることができるの
だろうか。これは上記の理論の射程を推し量
り、見極める意味でも極めて重要な課題であ
る。芸術教育の理論は、実践と響き合い、呼応
することで初めてその体をなすと言える。それ
だけに、ごく断片的にであったとはいえ、今回
こうした機会が得られたことは極めて貴重であ
った。

2．学校紹介

　授業実践の内容の紹介に立ち入る前に、ひと
まずフィルダー・ベンデン・ギムナジウムにつ
いて触れておきたい。訪問を受け入れてくれた
学校についてそのプロフィールを紹介するのは
最低限の礼儀というものであろう。
　ノルトライン =ヴェストファーレン州の州
都デュッセルドルフの中央駅から都市近郊鉄道
（S-Bahn）で北に向かって 15分も走るとデュ
ーイスブルク中央駅に着く。ここからさらに高
速バスに乗り換えてライン河を越えて 20分足
らず走るとメルス市のこじんまりとした中央駅
の近くのバス停に着く。そこからフィルダー通
り（Filder Str.）に沿って閑静な住宅街を南西
に 10分ほども歩くと、やがて右手に見えてく
るのがフィルダー・ベンデン・ギムナジウムで
ある。1971年にアドルフィニヌム・ギムナジ
ウム（Gymnasium Adolfinum）から分離独
立して創設されたところにその歴史は始まる。
その意味でまだ半世紀ほどの歴史しか有してい
ない比較的新しいギムナジウムである。「共に
教育のために（Gemeinsam für Bildung）」を
モットーに掲げており、それは校舎の壁面にも
多国語で書き込まれている5。ちなみに、近郊
のデュッセルドルフは、ドイツ国内では最も多
くの日本人が住んでいることで知られる街であ
る6。そうした地理的・社会的コンテクストも
あってか、当ギムナジウムでは、2002年以来
日本語の授業が導入されており、2009年 /2010

年度以来第 10学年以上の学年で日本語を選択
することができ、アビトゥア（高校卒業・大学
入学資格試験）でも選択することができるよう
になっている。加えて、当ギムナジウムでは、
隔年ではあるが、日本への研修旅行も提供され
ている7。その意味で、ノルトライン =ヴェス
トファーレン州の中でも特徴的な学校だと言え
る。筆者が訪問した 2019年の 3月に本学の校
長を務めていらっしゃったのは、アーント・フ
ァン・ヒュート（Arndt van Huet）氏であっ
た8。かなり若手の校長である。氏によると、
当校はその時点で約 900名ほどの生徒を抱える
ギムナジウムであるが、ルール工業地帯の西端
にある街の状況としては極めて異例なことに、
当校における移民の背景を持つ生徒の割合は 5

％以下ということであった。それは、クラス単
位で見れば、おおよそ一クラスあたり 1名から
2名程度にとどまる。出身地についてもスペイ
ンやクロアチアなど EU諸国が中心であるとい
う。その意味で、ドイツでよく目にする大都市
部の学校とは大きく雰囲気を異にしている。ち
なみに、2018年 /2019年度の統計でみると、
ノルトライン =ヴェストファーレン州全体で
は学童の 36.9％が移民の背景を持っており、
同州のギムナジウムだけをみてもその割合は
29.4％になる9。それと比較しても、やはりか
なり特別な学校だとみてよい。さすがに、かつ
ての難民危機の際には、特別なクラスを急遽編
成して難民の子どもたち 16人を受け入れたと
話していた。インクルーシヴ教育の観点に関し
ては、当校では特別なニーズのある子どもたち
はその 1年半前に地域の総合学校（Gesamt-

schule）の方に移されたということであった。
2005年以来美術、音楽、スポーツ、自然科学
を学校づくりのプロフィールとして位置付け、
展開してきているという。

3．授業実践

　さて、それではいよいよ本題である授業実践
の報告に入りたい。今回は、3月 8日と 12日
に合わせて 3つの授業を参観させていただい
た。とはいえ、その内の一つは、教育実習生
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（Referendariat）によるものであったため、ナ
ッフェ氏自身の授業として見たのは、第 6学年
と第 11学年を対象とした授業二つのみであっ
た。また「イメージ・コンピテンシー」のコン
セプトに基づく授業実践、あるいはイメージ指
向の芸術の授業という本稿の趣旨に照らして取
り上げるなら、該当するのは初日に見せていた
だいた第 11学年を対象とした授業のみであっ
たように思われる。それゆえ、本稿ではこの授
業実践に焦点を当てて報告したい。
　本授業は、選択科目としての授業で、当日は
男子生徒 11名と女子生徒 8名の合わせて 19名
が参加していた。第 11学年ということで、生
徒たちは概ね 17歳ということになる。授業タ
イトルは、フランス語で「ピカソと女性たち
（Picasso et les femmes）」となっていた。ちょ
うど 2003年に文芸関係の出版でおなじみのケ
ルンの出版社デュモン（DuMont）から同名の
タイトルで大部のカタログが出ており10、確認
した訳ではないが、それが資料として下敷きに
なっている可能性は否定できない。ちなみに、
20世紀初頭に展開するキュビズム運動を代表
する画家として知られるスペイン人パブロ・ピ
カソ（Pablo Picasso: 1881-1973）は、ノルト
ライン =ヴェストファーレン州において美術
でアビトゥアを受ける際も、課題テーマとして
あらかじめ挙げられている画家の一人である。
それゆえ、そのことは本授業でも念頭に置かれ
ているようであった。ちなみに、本ギムナジウ
ムにおいて美術でアビトゥアを受ける生徒は各
学年で 4、5名はいるという。
　さて、本授業のねらいは、第一義的にはピカ
ソによる女性たちの表現を手掛かりに、ピカソ
自身の造形表現の特徴や独自性はもちろんのこ
と、それらの女性の肖像表現をその図像的な伝
統において理解するというものであった。そし
て、授業は、全体として 3つの部分から構成さ
れていた。では、その流れに沿って随時説明し
ていきたい。
　最初のパートは個別活動となっていた。ま
ず、ピカソの 1937年の作品「嘆き悲しむ女
（The Weeping Woman）」が提示され、この作
品が及ぼす「作用（Wirkung）」についての分

析がテーマとして掲げられた。生徒たちには、
それを以下の 3つの観点からまとめることが求
められた。すなわち、①配色やコンポジショ
ン、構図などの造形表現をはじめとした知覚可
能な内容、②それらについて考えうること、③
これらを背景にそれぞれが感じうる内容につい
てである。これらについて配布されたワークシ
ートに記入するところから本時の活動は始まっ
た。
　次いで、「イメージ・アトラス（Bildatlas）」
がプロジェクターに映し出され、古今の多様な
女性の肖像画やポートレートが連鎖を織り成す
仕方で表示される。これには若干の説明が必要
であろう。19世紀末のハンブルクの美術史家
にして、図像表現を背後の文化や伝統に照らし
て分析する「イコノロジー（Ikonologie）」と
いう方法論の創始者として知られる人物にアビ
・ヴァールブルク（Aby Warburg, 1866-1929）
がいる11。ヴァールブルクは、イメージを人間
の社会的記憶や心理的経験についての担い手と
見做し、人間がある特定のイメージを考え出し
たり、知覚したりする際に無意識裡に作用して
いる集合的で文化的な記憶を探求しようとし
た。その際、とりわけ古典ギリシア・ローマの
時代から伝わる特定の身振り表現に着目し、そ
れを「情念定型（Pathosformel）」と名付け、
それらの形態が後の西洋美術における表現に与
えた影響について分析しようとした 12。そして、
未完に終わったものの、その研究活動の集大成
でもあった「ムネモシュネ（Mnemosyne）」

図 1. 第 11 学年のある女生徒による「イメージ・アトラス」
Bering/ Niehoff: Bildkompetenz, S. 52 より転載。
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と題された最晩年のプロジェクトにおいて、そ
のメディアかつ「発見ツール」（加藤哲弘）と
して活用されたのがイメージ・アトラスであっ
た 13。ニーホフ氏とベーリング教授は、このメ
ディアを「イメージ史的調査（bildgeschicht-

liche Recherche）」におけるイメージの「地図
化（Kartografieren）」の手段として、彼らの
イメージ指向の芸術教育における教授学的な方
法論の一つとして取り込んでいる 14（図 1）。
本授業でのイメージ・アトラスの導入は、この
ニーホフ氏とベーリング教授の理論に立脚して
いるものと思われる。
　さて、このイメージ・アトラスによって、
「嘆き悲しむ女」はもとより、ピカソの女性表
現のいくつかが、哀しむ女性というモチーフと
して、あるいはその図像表現として西洋のいか
なる画像の伝統の中で描かれていのるかが議論
を通して認識されることになる。このプロセス
における生徒たちのやりとりの中で、彼らの世
代の人気歌手でアメリカ合衆国テキサス州出身
のビヨンセ（Beyoncé Knowles-Carter, 1981-）
のポートレートにも注目が集まり、議論が及ぶ
ことになる。そこでは、構図やジェスチャーは
もちろん、姿勢や眼差しなど、演出（Insze-

nierung）のための戦略が、その図像の伝統に
位置付けられつつ、分析に付されることにな
る。
　ここでの分析で大切な点は、これらの図像
が、いわゆる西洋美術史の傑作のみならず、同
時に日常のありきたりな消費的イメージも含め
て、ジャンルを横断しながら捉えられ、考察対
象となっていくところにある。本稿において
「イメージ」という訳語で表現しているのは、
原語ではドイツ語の「ビルト（Bild）」である
が、それは、本来の意味（「像」「画像」「イメ
ージ」など）に照らして広義に把握されなけれ
ばならない。それは、このイメージ・アトラス
を用いた分析が、ヴァールブルクの伝統に連な
るアプローチであるという意味でも言えること
である。そのことによって、ジャンルやメディ
アの違いを超えた図像のトランスファーの様相
が示唆されることになる15。このイメージ・ア
トラスの導入による分析活動によって、生徒た

ちにはある特定の図像表現をめぐる歴史的・文
化的空間の存在が開示、あるいは少なくとも意
識化されることになり、理想的には、現在の日
常生活に溢れかえるビジュアル・イメージも含
めたアクチュアルな広がりの中でそれらの対象
を捉え、考えるスタンスが獲得されることにな
るのである16。翻って、現在の経験から逆にイ
メージの歴史を溯り、現在と過去との間を往還
するスタンスをも身につけていくことになるに
違いない17。本授業では、時間の都合上のこと
であろうが、授業者の方でイメージ・アトラス
が提示されていた。しかし、十分な時間的余裕
があったなら、いくつかの考察点や方向性を示
した上で、むしろグループワーク等のかたちで
生徒たち自身にイメージ・アトラスを制作させ
ることができれば、一層有意義で、かつ「発見
ツール」としてのアトラス本来の目的に適って
いたように思われる。
　ここで第二のステップであるグループ活動に
入る。最初のフェイズで理解した内容、とりわ
け記述課題の成果をもとに、数人で構成される
グループで相互に議論することが求められる。
その際、単にモデルとなる人間の姿勢や表情の
問題だけでなく、対象を見る角度やパースペク
ティブ（Betrachterperspektive）、画像の切り
取り方・フレーミング（Bildausschnitt）など
も考慮することで、いかにすれば対象の表現を
さらに強調することができるのかを立ち入って
議論するよう求められる。生徒たちの反応は、
先ほどのイメージ・アトラスの導入のあたりか
ら目に見えて活気付いてくる。この場面での議
論も、決して義務的なおざなりなものではな
く、アイデアの上にアイデアを出し合う活気に
満ちたものになっていたのが印象的であった。
　こうして、授業はいよいよその最後のステッ
プに至る。ここで生徒たちは、各グループから
一人をモデルとして選び出し、それぞれのグル
ープでコンセプトを練り上げ、それに基づいて
選び出した生徒をモデルに実際に携帯電話やス
マートフォンのカメラでポートレートを作成
し、それを最後に各グループ 5分程度の持ち時
間でプロジェクターを使って発表し、その表現
の意図と戦略を報告することになる。プレゼン
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テーションの際、各グループは、2つの点を考
慮するよう求められる。まず、①先のピカソの
作品に関して、それがいかなる仕方で演出され
ているのか、またどのような表現手段によって
なされているかを説明し、②その上で、それと
比較しながら、自分たちで撮影したポートレー
トについてその造形的なコンセプトや演出の戦
略について報告するのである。もちろん、そこ
では服装やアクセサリー、空間の用い方や光の
調子なども考慮されていなければならない。早
速、生徒たちは、頭を寄せ合ってしばらくの
間、各々のコンセプトを練ると、三々五々教室
の内外に散っていった。その後のプレゼンテー
ションは活気に満ちており、唯一時間の短さだ
けが惜しまれるかのようであった。今回は、プ
ライバシーに対する配慮から写真資料を残す許
可をいただくことができなかった。授業の展開
の様子を逐一画像や図像資料のかたちで残すこ
とができなかったのは、いかにも残念でならな
い。

4．むすびにかえて

　本授業実践では、表現と鑑賞をあたかも二つ
の切り離された領域であるかのように対峙的に
捉えるのではなく18、「イメージ」という概念
を軸に相互に結びつけ、実践的かつ総合的に関
わっていく視点が新鮮であった。ともすると鑑
賞教育の名の下、学問的に権威づけられた価値
体系を背景に、美術史上の著名な作品を提示
し、その上で、水で薄めた美術史的な情報を提
供し、最後に生徒たちが情緒的な感想や漠然と
した印象をワークシートに書いてよしとするお
決まりの授業を目にしはしないだろうか。そう
した授業では、概ね鑑賞活動に際して無批判に
耽美的で心情的な共感が優先されているかのよ
うな印象を受ける。授業で学んだことが一体そ
の後どんな場面でどう活かされてくるのか、学
んだ作品の見方がその後、どんな場面で活かさ
れてくるのかが一向に定かではない実践があま
りに多くないだろうか。それらと比較して、本
授業のアプローチのアクチュアリティーの所在
は明らかである。実際、ナッフェ氏自身、「イ

メージ・コンピテンシー」のコンセプトに基づ
く授業をするようになったことで、生徒の取り
組み方が目に見えて変わってきたと証言してい
た。それは、個々の授業が「他人事」ではな
い、自分たちの日常を起点に広がっていくイメ
ージの世界への窓口となるからであろう。何気
ない日々の映像イメージの一片からでさえ、そ
こに意識的に関わることで広大な領域が広がり
始めるのである。ここで想起されるのは、ヴァ
ールブルクが芸術作品を、単なる「瞑想的で美
的な鑑賞」を排除するような、文明の診断的な
対象と捉えていたとされることである19。この
伝統に連なるものであることを自覚してのこと
であろう、ニーホフ氏とベーリング教授も、漠
然とした擬似宗教的で審美的な造形作品への沈
潜に終わるような関わり方を批判して劵むこと
がない20。いわゆる価値の定まった狭義の「芸
術作品」のフェティシズムにイデオロギー的に
固執するのでもなく、かといって、日々の生活
の中でとめどなく溢れかえる、伝統的な文化的
価値秩序を急速に相対化するビジュアル・イメ
ージの洪水を前に戸惑い、挙句文化ペシミズム
に沈むのでもない。逆に、むしろその中で果敢
に、意識的・自覚的に、そして知的かつ批判的
に、さらには実践的な仕方でイメージと関わ
り、その中で「方向感覚」をつかもうとする能
動的なスタンスを養うことが重要なのである。
さらには、そうした行為の文化的次元も想起で
きる能力と資質を身につけることができるので
なければならない。これらが理想的な仕方でな
されるなら、それは同時に知覚の強化と洗練、
眼差しの差異化、イメージに対する反省的な思
考と実践的な関心の涵養にも繋がっていくこと
であろう。これらの課題に関して、本稿でご紹
介したイメージ指向の芸術の授業のコンセプト
やアプローチが今日の学校教育に投げかける問
いは少なくないのではないだろうか。

　以上の報告は、平成 30年度科学研究助成事
業による個人研究「イメージ・コンピテンシー
と現代ドイツ芸術教育論の新潮流」（研究代表
者 清永修全）の一環として 2019年 3月に行わ
れた海外調査の成果の一部である。
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